
20222022



主　　催 第１回全国高校生 1 億円プロジェクト実行委員会（2022 年）

後　　援 青森県教育委員会、五所川原市、鰺ヶ沢町、企業組合でる・そーれ、
特定非営利活動法人 十和田 NPO 子どもセンター・ハピたの

協　　力 株式会社アイブレーン

事 務 局 一般社団法人未来の大人応援プロジェクト

　SBP は「Social Business Project（ソーシャルビジネスプロジェクト）」の略で、地域の課題をビ

ジネスの手法を用いて解決していこうという取り組みです。具体的には高校生が地域資源（ひと、モノ、

自然、歴史、名所旧跡、産業等）と交流し、見直し、活用して“まちづくり”や“ビジネス”を提案し

ていく、そしてその取組を地域で応援し支えていこうというものです。

　SBP は、三重県多気町にある相可高等学校食物調理科が運営する高校生レストラン「まごの店」な

どを先進事例に、2013 年 4 月に三重県立南伊勢高等学校南勢校舎で最初の SBP が立ち上がりました。

この地域に根ざした取り組みが全国に広がっており、全国高校生 SBP 交流フェアにもこれまでに 80 以

上の団体や高校が参加しています。

ＳＢＰとは

　第１回「全国高校生１億円プロジェクト」の実施にあたり、実行委員を代表

して御挨拶申し上げます。

　ＳＢＰ活動に取り組む高校は全国各地にあり、それぞれ、高校が地域・

行政と連携して活動を進めています。一昨年 (2020年)、未来の大人応援

プロジェクト代表の岸川政之氏よりこの『億プロ』のお話を頂き、記念す

べき最初の幹事校を鰺ヶ沢高校が務めることになりました。昨年は、コロ

ナ禍で予定していたことが中止となり、第０回という形でセレクトギフトと

パンフレットの製作までを行いました。

　今回、改めて第１回として８月に青森県五所川原市で行われる立
たち

佞
ね

武
ぷ

多
た

への出店、全国の高校生

との交流会開催を目指して進めてきました。

　他県の魅力的なＳＢＰ活動をしている高校生と交流することができるチャンスであり、楽しみな

反面、わが校の部員は７名と少なく、開催県として運営は難しい状況でした。青森県内の高校へ

協働を呼びかけたところ、十和田西高校、黒石高校、五所川原第一高校、五所川原商業高校、青森

中央高校、七戸高校が参加を表明してくれました。

　今回、協力していただいた団体への返礼品として、参加する高校で各県の魅力ある商品を集め

たセレクトギフトを用意しました。テーマは、『旅』。各県から『旅』を味わうことができるギフト

を揃えました。工夫を凝らした魅力ある商品を楽しんでいただけると幸いです。

　コロナ禍の中、Web会議を通じて各校とアイディアを出し合い、議論してきました。昨年、先輩

方ができなかった悔しさを胸に、今後もより良いプロジェクトを企画・運営しながら活動を続けてい

きます。

　最後に、『億プロ』の実施にあたり、御協力、御尽力いただきました多くの方々に感謝をいたし

ます。今後とも私たち“未来の大人たち”の応援をお願いします。そして、全国の高校生の仲間

たち、これからも一緒に盛り上げていきましょう！

第 1 回全国高校生 1 億円プロジェクト実行委員会　委員長　後藤　悠太

全国の高校生のつながりと絆
氏名 学年 所属

委員長 後藤　　悠太 3 年 青森県立鰺ヶ沢高等学校　鰺ヶ沢高校 SBP 研究会
委員 見上　　航太 3 年 北海道留萌高等学校　商業研究会
委員 松野　こゆき 3 年 青森県立木造高等学校　ガシャモクチーム
委員 濱田　　純音 3 年 青森県立青森中央高等学校　あすなろクラブ
委員 福島　　芽依 3 年 五所川原第一高等学校　五一高じゃわめき隊
委員 長谷川さくら 3 年 五所川原商業高等学校　商業クラブ
委員 松田　　那希 3 年 青森県立七戸高等学校　シャキコロ班
委員 栗林　　莉奈 3 年 青森県立黒石高等学校　情報デザイン科
委員 中河原　玲乃 3 年 青森県立十和田西高等学校　十西！観光科！！
委員 末野　　　華 3 年 福島県立小名浜海星高等学校　商業部
委員 坂本　　りつ 2 年 浜松学芸中学校・高等学校　社会科学部地域調査班
委員 前田　　　蓮 3 年 愛知県立高浜高等学校　地域活動部 SBP 班
委員 島田　　美咲 3 年 三重県立相可高等学校　食物調理科　調理クラブ
委員 小泉　　奈々 3 年 三重県立飯南高等学校　應援團 Circle
委員 中川　　恋碧 3 年 三重県立南伊勢高等学校南勢校舎　南伊勢高校南勢校舎 SBP
委員 金山　　創太 3 年 熊本県立天草拓心高等学校　天草拓心高校 SBP 部
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全国高校生 1億円プロジェクト（億プロ）とは？ 取組の企画・準備の流れ

　現在、SBP（ソーシャルビジネスプロジェクト）に取り組む高校が全国で80校以
上と増えています。
　この文部科学省をはじめとする多くの行政や団体、企業の方々の応援も受け
ているSBPは、地域の高校、行政、民間などが互いに協働して、地域の良さを知
り、地域の人材を育て、地域を盛り上げています。今回はさらに、組織の垣根を越
え、全国各地のSBPが連携することで全国規模での取組に企画・参加できる仕
組みを作ることができ、さらなる高校生の成長とそれに伴う地域の活性化を促せ
ると捉えています。

全国高校生１億円プロジェクト（億プロ）を立ち上げるにあたって

目標に満たなくても「現状でできることは何か」or「足りない部
分を補うにはどうすればいいか」を考える

参加都道府県（高校数）や取組の規模などスモールスタートで徐々に広げる

『1億円』は、いつか1億円規模の大きなプロジェクトにも
取り組もうという1つの目標で、金銭的な目標としない。

将来的な展開

取組を進める上でのポイント

①全国の高校に参加校を募集！

②Web 会議を通じて全国の高校生で議論！

③取組当日の運営

SBP で繋がる全国の高校を中心に
呼びかけ！

「全国の高校生での企画」＆「全国版セレクトギフト」などについて、定期的に実行委員会を開催！

多くの一般の方に広く周知！

当日の準備、パンフレット用の原稿・動画・デザ
イン制作、オリジナル商品の開発など！

完成したセレクトギフト・パンフレットは協力し
ていただいた方々のもとへお届け！
※�当面は事務局で費用負担、将来的に資金確保の仕組
みを構築

意見交換や交流をしながら県内での意見をまとめる！

全国の高校生が集結！毎年どのようなことをするかは高校生の議論次第！

県知事、教育長、市長などへＰＲ、
プレスリリース！

各高校の特徴を活かしながら
役割分担し作業！ 運営資金の確保

同じ県の高校での web 会議や近い高校は
対面で意見交換・交流！

20222022

【2021年】 
7道県の参加

【目標】
47都道府県
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『 S B P で 未 来を元 気 に！』
取組の披露・交流するステージを高校生自ら作り、全国の高校生が集まれる仕組みを作る。

そして、この取組を人材育成・地域活性化のモデルとして構築する。

① 使命感・社会的意義（開催場所等を社会的背景も踏まえて設定）
② わくわく感（今までで出来たらいいなと思っていたコラボ）

取組を検討していく
上でのポイント

目　　的 

やることは大きく2つ

全国を巻き込んだ
企画の実施

全国の特産品等を入れた
セレクトギフトの作成

1年目にベースとなる
企画を構築。2～4年
目でブラッシュアップ
しながら実行。
4年1セット。

基本的にはこれまでのSBPの手法と同じ

これを全国規模で！ 議論はweb会議

① 地域の課題を考え、取組を企画する
② 自分たちで活動費を捻出
③ 確保できた資金をもって取組を実行

【1年目】 
プロジェクトの企画

【2～4年目】 
資金確保 

プロジェクトの実行

各立場の役割

【プレイヤー】
全国の高校生

プロジェクトの企画・運営ギフトの企画・受注

【サポート】
高校のある行政・企業・地域等

活動が円滑に進むための支援、
その他事務局と連携した各種調整

【事務局】 
(一社)未来の大人応援プロジェクト

売上や経費の管理や事務的手続き
全体のプロデュース

仕組み



自　走

今回の億プロの概要

　本来、2021年に第1回の２年目として企画実施の予定でweb会議での検討や手配等進めていましたが、新型コロナ
ウイルスの感染拡大状況を踏まえ、青森県の五

ご

所
しょ

川
が

原
わら

立
たち

佞
ね

武
ぷ

多
た

祭
まつ

りが中止となり、メインである高校生ブースの出店
や交流会が出来なくなってしまいました。
　しかし、それまでの検討を次回以降に活かすべく、全国版セレクトギフトやパンフレットの検討中であった部分の完
成までを一区切りとし、『第0回』として次年度の開催に向けた課題の検証などを充てることとしました。
　昨年の幻の2021は『第0回』として今年の開催を素晴らしいものとするための布石となる貴重な回となりました。

五所川原立佞武多祭りでの高校生ブースの出展・交流会の開催
毎年8月上旬に開催される青森県の五所川原立佞武多祭りにて全国から高校生が集
合しブースを出展！
1日限定で約45mに渡る高校生ブースを開設！そのうち6校がSの絆焼きを出展！
高校生が企画する各高校の交流会も実施！

日　　程 	 2022年8月8日（月）（祭り自体は8月4日（木）～8日（月））
場　　所 	 五所川原市役所駐車場
出展方法 	 各高校が３m程度のブースを構え、商品の販売や展示など

	 各高校が工夫して開設。

【幻となった 2021 年　～『第 0 回』億プロ～】

【今回の億プロの目玉①】

五所川原立佞武多

■各高校の出展内容

1 北海道留萌高等学校 Sの絆焼き(かずもちゃん焼き)、缶バッチ・木製コースター、とばせん

2,14 青森県立鰺ヶ沢高等学校 Sの絆焼き（力士くんお焼き）、浜松学芸高校とダンスコラボ

3 三重県立相可高等学校 Sの絆焼き

4 三重県立南伊勢高等学校南勢校舎 Sの絆焼き（タイミー焼き）

5 愛知県立高浜高等学校 Sの絆焼き（タツヲ焼き）

6 青森県立七戸高等学校 シャキコロ（長芋が入ったコロッケ）

7 福島県立小名浜海星高等学校 OKわたがし（フルーツわたあめ）、オーガニックコットンのタオルハンカ
チ、焼き菓子、どら焼き等

8 五所川原商業高等学校 Reんごのストロー、りんごジュース・りんごチップスなど（アグリコミュ
ニケーションズ津軽）、立佞武多の廃材を利用した商品（団扇・ポチ袋）

9 五所川原第一高等学校 立佞武多の廃材を使用したしおり

10 青森県立十和田西高等学校 ごぼうドレッシング(ハピたのかふぇ）、フルーツ加工品（中こう果樹園）

11 三重県立飯南高等学校 愛しかないキャンドル、木の手帳等の販売

12 青森県立木造高等学校 幻の水草ガシャモクの保全活動の紹介

13
浜松学芸中学校・高等学校

ポスター展示・フォトブック販売

14 浴衣パフォーマンスステージ

14 青森県立青森中央高等学校 浜松学芸高校とダンスコラボ

青森県立黒石高等学校 他校のサポート

今年の立佞武多の運行経路

101

101 339
ホテルサンルートホテルサンルート

増田病院増田病院

至
五所川原駅
至
五所川原駅

つがる
総合病院
つがる
総合病院

みちのく銀行みちのく銀行

立佞武多の館立佞武多の館

五所川原
市役所

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

14
バックヤード
本部

約45m

今回のコース
（0.9km）
従来のコース
（1.2km）

旧ロータリー
交差点

五所川原
市役所
五所川原
市役所

検温・受付
エリア

検温・受付
エリア

用紙記入
エリア
用紙記入
エリア

飲食
スペース
飲食
スペース

会場周辺にのぼり２０本
＋各高校ののぼり2枚持参

誘導案内用
やぐら（市）
3ｍ×3ｍ

【ステージ】
1200 ㎜×2400 ㎜×300 ㎜
（幅×奥行×高さ）を6 枚

横向き３枚２列

【ステージ】
1200 ㎜×2400 ㎜×300 ㎜
（幅×奥行×高さ）を6 枚

横向き３枚２列

各ブース３ｍ×５m
( 幅×奥行 )

各ブース３ｍ×５m
( 幅×奥行 )

出
口

入口

ブースのレイアウト

3m

5m

第 1 回（２０２０～２０２４）
２０２０年 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年

企画
（１年目 / ４年）

コロナで中止
（第０回）

実行
（２年目 / ４年）

実行
（３年目 / ４年）

実行
（４年目 / ４年）
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◦�SBP発祥の三重県立南伊勢高校南勢校舎が、地域の特産品等とともに町への愛を込めた「ふるさとからのラブレター」

を入れた詰め合わせギフト「南伊勢高校SBPセレクトギフト」の販売をする取組を始めました。

◦商品の選定から業者との交渉、詰め合わせ作業、プレゼン・販売まで、一貫して高校生で行います。

◦�売上はSBPの活動費に充て、継続的に活動していくための仕組みの１つとして、現在は全国に広がっています。

◦�一連の取組の中で、企画検討・プレゼンでの表現力等の向上やお金の流れの仕組みの理解など社会性の向上につながっ

ています。

■製作の進め方

 　①商品選びのテーマを設定 

　　⇒ 今回のテーマ『旅』：絆や結びなどの意味も含み、全国各地の高校が繋がるイメージ

　②都道府県ごとに商品を選出

　　⇒ 1つの県に複数高校がある場合は高校同士で協議して選出（予算内であれば2種類でも可）

　③各高校が分担して作業

　　⇒ 商品の紹介文や写真など素材の作成、パッケージデザイン（黒石高校）など

　④今回は各高校や協力していただいた方々への配布

　　⇒ 今回は30個製作

■全国版セレクトギフトの基本的な考え方

　◦協賛金等の返礼品として贈呈。

　◦�コンセプトや商品の選定、協賛等の募集、配達まで一

貫して高校生が協力しながら行うよう検討。

　◦必要数のみ製作し、在庫は抱えないものとする。

　◦商品管理、協賛金等のやりとりなどは事務局で行う。

　◦�Web会議で全体での議論を進め、各都道府県の高

校同士で協力しながら作成していく。

【今回の億プロの目玉②】

『セレクトギフト』とは？

全国版セレクトギフトの製作

今回の億プロの概要

『旅』をテーマに各高校で選定した商品 （詳細はP13～）

北海道 青森県 

福島県
 

愛知県 

三重県 熊本県 

るるもっぺーず商品 津軽鉄道ストーブ列車券（硬券）
酒粕バスボム
こぎん刺し・栞 

絞りまんまる巾着

天草更紗 ふきん
きじ馬箸置き

Hand towel-Natural

お香　みず　五十鈴川、
入浴剤　伊勢のみそぎ湯
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五所川原立佞武多祭りでの集合～解散のスケジュール 会場の青森県五所川原市の紹介

令和4年 8月7日（日）

令和4年 8月9日（火）

令和4年 8月８日（月）

各自出発 ■前日入り
・新幹線	 【青森県】十和田西高校　【福島県】小名浜海星高校
	 【愛知県】高浜高校　【三重県】相可高校、南伊勢高校南勢校舎、飯南高校
・車	 【北海道】留萌高校　【青森県】五所川原商業高校
	 【静岡県】浜松学芸高校

16：00 ～ 17：30 新幹線利用の高校は新青森駅到着後バスにて移動（新青森駅⇒鰺ヶ沢キャンピングパーク）

18：30 ～ 前夜祭（夕食会）　会場：鰺ヶ沢キャンピングパーク
鰺ヶ沢高校・鰺ヶ沢町にておもてなし

20：30 ～ 自由時間

07：30 ～ 08：30 朝食

09：00 ～ 09：45 振り返り・解散
・新幹線	 【青森県】十和田西高校　【福島県】小名浜海星高校
	 【愛知県】高浜高校　【三重県】相可高校、南伊勢高校南勢校舎、飯南高校
・車	 【北海道】留萌高校　【青森県】五所川原商業高校、七戸高校

09：45 ～ 11：15 新幹線利用の高校は新青森駅へバスにて移動（鰺ヶ沢キャンピングパーク⇒新青森駅）

07：30 ～ 08：30 朝食

09：15 ～ 10：00 前泊した高校はバス等にて移動（鰺ヶ沢キャンピングパーク⇒ ELM（五所川原市））

10：30
（受付 10:00 から）

交流会会場に全参加者集合　会場：ELM（複合型大型ショッピングセンター　エルム）
■当日入り
【青森県】�鰺ヶ沢高校、黒石高校、五所川原第一高校、青森中央高校、七戸高校、木造高校

10：30 ～ 13：10 交流会（昼食含む）
生徒にて企画・進行し、交流を深める（各生徒の情報交換（フリートーク）、ミニ講演会、立
佞武多クイズ大会等）

13：10 ～ 13：30 参加者全員バス等にて移動（ELM ⇒五所川原市役所）

13：30 ～ 15：30 会場準備

15：30 ～ 16：00 オープニングセレモニー
青森県教育委員会教育長　和嶋 延寿 様、五所川原市長　佐々木 孝昌 様よりご挨拶
全国版セレクトギフト、パンフレット贈呈

16：00 ～ 18：00 ブース出展
・販売・展示等13ブース、ステージパフォーマンス（浴衣でダンス）

18：00 ～ 19：00 会場片付け

19：00 ～ 20：30 祭り見学（交代制で夕食）

20：30 ～ 21：00 集合、人数確認

21：00 ～ 21：45 後泊する高校はバスにて移動（五所川原市⇒鰺ヶ沢キャンピングパーク）

　全国の高校生の皆さん、こんにちは。

　「第 1回全国高校生１億円プロジェ

クト」が、県内外から多数の高校生の

皆さんをお迎えして、当市で開催され

ることは大変喜ばしく、心から歓迎申

し上げます。

　本来であれば、昨年度が第１回の開

催となる予定でしたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により延期とな

り、各校の生徒の皆さんが取り組んできたＳＢＰ活動を披露するブース出展や、

交流会の開催は残念ながら中止となってしまいました。

　この記念すべき第１回は、まさに１年越しの開催であり、３年ぶりの開催となる五所川原立佞武多とと

もに、大いに盛り上がるものと期待しております。

　また、新型コロナウイルス感染症の影響が続く中でのイベント開催となりますが、若い皆さんの力でこ

の困難を乗り越え、これまで地域の課題解決のために積極的に取り組んできた成果を、思う存分発揮して

いただきたいと思います。

　全国のSBPに取り組む高校生の皆さんが、ここ五所川原で、地域を越えた絆を深められますこと、そし

て、本プロジェクトへの参加を通して得た経験を、それぞれの地域の活性化に大いに役立てられますこと

を期待しています。

五所川原市長
佐々木　孝昌

　毎年8月4日から5日間開催され、高さ２３ｍ、重さ１9ｔの大型ねぷた３台含む１０数台のねぷたが市街地を運行し、
多くの市民と観光客で賑わっています。

　明治時代後期には、当時の豪
商や大地主の富の象徴として、高
さを誇るねぷたが作られ、その高
さは約18～21ｍにまで及んでい
ました。しかし、大正時代に入り、
電気（電線）の普及により、ねぷ
たは徐々に小型化していきます。
（写真左）
　平成５年に巨大ねぷたの設計
図が発見され、これをきっかけに
平成8年に約80年ぶりに復元し、
「立佞武多」と命名されました。
（写真中）
　平成10年には、立佞武多の市
街地運行を行うため、電線地中化などの整備を行い、立佞武多が市街を練り歩きました。平成16年には立佞武多を常時展
示する「立佞武多の館」がオープンし、五所川原立佞武多は東北を代表する夏祭りのひとつとなっています。（写真右）

五所川原立
たち

佞
ね

武
ぷ

多
た

五所川原市
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参加校
一覧

全国高校生
1 億円プロジェクト

日本全国から
　多くの高校生たちが参加 !!

12　愛知県立高浜高等学校
	  地域活動部ＳＢＰ班

15　三重県立南伊勢高等学校南勢校舎
　    南伊勢高校南勢校舎 SBP

13　三重県立相可高等学校食物調理科
	  調理クラブ

14　三重県立飯南高等学校
	  應援團 Circle

1　北海道留萌高等学校
	 商業研究会

2　青森県立木造高等学校
　　ガシャモクチーム

4　青森県立鰺ヶ沢高等学校
	 鰺ヶ沢高校 SBP 研究会

3　青森県立青森中央高等学校
	 あすなろクラブ

5　五所川原第一高等学校
	 五一高じゃわめき隊

6　五所川原商業高等学校
	 商業クラブ

8　青森県立黒石高等学校
	 情報デザイン科 7　青森県立七戸高等学校

	 シャキコロ班

10  福島県立小名浜海星高等学校
	 商業部

16　熊本県立天草拓心高等学校
　    天草拓心高校ＳＢＰ部

11	 浜松学芸中学校・高等学校
	 社会科学部地域調査班

参加校一覧
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参加団体・高等学校名
1 北海道留萌高等学校　商業研究会
2 青森県立木造高等学校　ガシャモクチーム
3 青森県立青森中央高等学校　あすなろクラブ
4 青森県立鰺ヶ沢高等学校　鰺ヶ沢高校 SBP 研究会
5 五所川原第一高等学校　五一高じゃわめき隊
6 五所川原商業高等学校　商業クラブ
7 青森県立七戸高等学校　シャキコロ班
8 青森県立黒石高等学校　情報デザイン科
9 青森県立十和田西高等学校　十西！観光科！！

10 福島県立小名浜海星高等学校　商業部
11 浜松学芸中学校・高等学校　社会科学部地域調査班
12 愛知県立高浜高等学校　地域活動部 SBP 班
13 三重県立相可高等学校　食物調理科　調理クラブ
14 三重県立飯南高等学校　應援團 Circle
15 三重県立南伊勢高等学校南勢校舎　南伊勢高校南勢校舎 SBP
16 熊本県立天草拓心高等学校　天草拓心高校 SBP 部

北海道留萌高等学校
商業研究会

五所川原商業高等学校
商業クラブ

福島県立小名浜海星高等学校
商業部

三重県立飯南高等学校
應援團 Circle

青森県立青森中央高等学校
あすなろクラブ

青森県立木造高等学校
ガシャモクチーム

青森県立七戸高等学校
シャキコロ班

浜松学芸中学校・高等学校
社会科学部地域調査班

三重県立南伊勢高等学校南勢校舎
南伊勢高校南勢校舎 SBP

熊本県立天草拓心高等学校
天草拓心高校 SBP 部

青森県立鰺ヶ沢高等学校
鰺ヶ沢高校 SBP 研究会

青森県立黒石高等学校
情報デザイン科

愛知県立高浜高等学校
地域活動部 SBP 班

五所川原第一高等学校
五一高じゃわめき隊

青森県立十和田西高等学校
十西！観光科！！

三重県立相可高等学校
食物調理科　調理クラブ

9　青森県立十和田西高等学校
	 十西！観光科！！
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鰺 鰺

参加校：青森県立鰺ヶ沢高等学校
 青森県立十和田西高等学校
 青森県立青森中央高等学校
 青森県立七戸高等学校
 青森県立黒石高等学校
 青森県立木造高等学校
 五所川原第一高等学校
 五所川原商業高等学校

参加校：青森県立鰺ヶ沢高等学校
 青森県立十和田西高等学校
 青森県立青森中央高等学校
 青森県立七戸高等学校
 青森県立黒石高等学校
 青森県立木造高等学校
 五所川原第一高等学校
 五所川原商業高等学校

青森県立
木造高等学校
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活動の記録　　 編集後記

青森県教育委員会教育長への取組紹介

津軽鉄道とのコラボ商品の打ち合わせ（鰺ヶ沢高校）

天草市長訪問（天草拓心高校）

普段の web 会議の様子

教育長訪問後のニュース映像

いわき市長訪問（小名浜海星高校）

ギフト商品の検討（南伊勢高校南勢校舎）

黒石高校よりのぼり旗デザインの提案
（多数決で D 案が採択）

　今回のパンフレットデザインの制作は、青森県立黒石高等学校情報デザイン科の生徒にて担当しました。
　表紙・裏表紙については、校内で選定された5案を億プロweb会議にてプレゼンテーションを行い、他の生徒との
協議の結果選ばれたデザインが採用されています。ここでは主に制作を担当した生徒3名の感想と、採用されなかっ
た残りの4案を紹介します。

今回採用されなかった 4 案の紹介

今回、私たちは「第１回全国高校生１億円
プロジェクト」パンフレットの道県紙面を
担当させていただきました。パンフレット
を制作するのは今回で2回目で、昨年に引
き続きレイアウトや写真の使い方に悩んだ
こともありましたが、納得のいく作品に仕
上がったので良かったと思います。２年間
のこの活動は、自分にとってとても有意義
で貴重な体験になりました。私たちがこの
活動に関わるのは今年が最後ですが、来年
以降は後輩がこの活動を盛り上げてくれる
のを期待しています。

私は億プロに参加することは２年目ですが、
WEB会議でパンフレットの表紙を決めるプレ
ゼンは、うまく伝えることができるのかとドキ
ドキしました。ですが、億プロに参加してから
自分の意見を言えることが増えました。今年は
画面越しだけでなく、直接みんなに会えるこ
とが嬉しいです。この活動は、とても自分のた
めになったと思います。ですから、パンフレッ
トを手に取ってくれた高校生の皆さんには、ぜ
ひこの活動に参加してみてほしいなと思いま
した。貴重な経験をありがとうございました。
億プロだいすき♡♡♡

　参加している県の有名な特産物を真ん中に配置して、背景の青色は綺麗な
空をイメージして、下にある図形は、雲をイメージして制作した。

　山の星空を背景にして、女子高校生と男子高校生の青春の旅に出発する
感じにした。
　夏の夜空にしたくて、夏の大三角や星座を入れた。昨年は五所川原に全員
集合できず終わってしまったから、今年は会えるということを願っていると
いう意味も込められている。

　高校生が見つめている先は旅行か、未来への希望か、それぞれ想像させ
る構図にした。麦わら帽子は、億プロが8月に開催だということで季節感
を合わせてみた。服は、制服をシンプルに仕上げた。全体的に主体である
高校生が映るようにした。

　テーマが旅で、夏ということもあり背景を海にした。女の子にすることで、
青春、清楚感が出ると思う。制服をセーラー服の夏服にした。女の子のポー
ジングに大きく動きをつけて元気な感じにした。また、TRAVELと書いた旗、
キャリーバックを持たせることでより旅行感を演出させることができた。

私たちは、パンフレットの表紙を一生懸命
制作しました。採用されませんでしたが、今
回のテーマである「旅」を全力で表現する
ことはできたのかなと思います。第0回の
時は開催されず悔しい思いをしましたが、
今年は現地開催があることに喜びを感じ
ています。この億プロという活動をより多
くの人に知っていただくために、私たちは
この１億円プロジェクトという活動を応援
しています。

齊藤　沙那

栗林　莉奈 小山　愛依
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